1.このメソドロジーにおける現象の考え方
ここではケア提供者である看護師とケアの受け手である患者（利用者，学生，etc.）との相互作用を通して生じるものを看護現象と考えています。患者の課題解決に向けた，患者との相互作用に基づく看護師の働きかけが看護実践（ケア）であり，その積み重ねによって生じた患者の変化がケアの成果です。そのため，以下の前提に基づいて看護実践を記述していく必要があります。

・看護ケアは，患者と看護師との相互作用で成立する
・患者は，受けた看護ケアに対して何らかの反応を示す
・看護師は患者の反応を受けて，ケアの内容を望ましい方向へと変化させる
・看護ケアの内容が変化すると，患者の反応も変化する
・看護師は，看護ケアを積み重ねることを通してケアの成果を生む

2.事例の選択における注意点
実践の言語化をする際には，一定の期間，継続して関ることによって患者に変化が認められた事例を選んでください。また，「うまくケアできなかった気がする」「なぜ患者がよくなっていったのかわからない」といった，ケアを通して得られた患者の変化にモヤモヤした気持ちが残った事例を選んでください。

・事例を選んだ背景では，事例提供者がどんなことにモヤモヤしたのか，看護実践を通して気になっている点はなにかについて，書いてください。

3.事例の紹介
ここでは，あなたがどんな場所で，どんな患者に，どんなケアを提供しようと考えていたのかがわかるように，必要な情報を記載してください。また，ケアについては，看護診断のような抽象的な表現ではなく，あなたが患者に提供したいと考えていたケアについて具体的な言葉で書いて下さい。

・事例の紹介では，ケアを提供した場（病棟など）がどんな特徴を持つ場かといった施設背景，患者の疾患や健康課題，性格，家族構成，大切にされていた考えといった患者背景について書いてください。
・看護問題では，ケア提供者として解決する必要があるとあなたが考えていた患者の問題について書いてください。
・看護目標では，看護問題を解決に導くために，あなたが患者にどのようになって欲しいと考えていたかについて書いてください。
・看護計画では，患者が看護目標を達成するために，あなたがどのような働きかけをしていきたいと考えていたか，その方針がわかるように書いてください。

4.できごとの記述
ここで記述する「できごと」とは，看護目標を達成するために看護師が患者との相互作用を通して積み重ねた一連のケアを想定しています。ここでは，患者にどのような変化が生じたのかを知るために，関りを持ち始めた時期のできごと，いくつかの印象的なことが生じた時期のできごと，最終的な時期のできごとのように，あなたと患者との間で生じたできごとをいくつかの時期にわけて書いてください。
また，実際に生じたことを「できごと」として記述するために，

①ケアの提供前にアセスメントしたこと（患者の状況として考えたこと，どのようなねらいをもってケアに臨んだか，など）
②実際にあなたが患者に対して行ったこと（具体的にどのような言葉（セリフレベル）で話しかけ，どのような行為をしたか）
③あなたが行ったことに対する患者の反応（どのような態度や表情で，どのような言葉（セリフレベル）を返答し，どのような行為をしたか）
①’患者の反応に対してアセスメントしたこと，②’あなたが行ったこと，③’患者の反応・・・

というように，①～③の３つの要素をワンセットとして，見たこと，聞いたこと，考えたこと，実施したことなどが具体的に他者と共有できるように書き記してください。

このようなできごとの記述を最初に関わった時期から最終的に関わった時期まで時系列に書き並べてください。

5.できごとの振り返り
ここでは患者の反応の変化を振り返りながら，望ましいと考えられる反応を発見し，その反応がどの場面から生じるようになったのか，患者の反応の転換点を探します。そして，あなたのどのようなケアがそのような患者の反応を引き出したのか，そのケアにはどのような作用があったのかについて考えていきます。
患者の反応とあなたが提供したと考えるケアとの間でつじつまの合わないことが生じた場合は，あなたがこれまで意識せずにいて，事例には記述していなかった関りや，思い込みに囚われていたことがないかについて点検をしてください。

6.事例から見出した実践の意味
患者の反応を引き出したケアとして，自分の中でうまく説明のつく表現が見つかれば，その表現を視点として，もう一度事例を最初から見直し，あなたが行ったケアと患者の反応の整合性を確認してみてください。つじつまが合っていることを確認できたら，あなたが行ったケアと，そのケアが患者にもたらしたことについて言葉にしてください。
